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 ３月５日(水)。天候にも恵まれ、「第77回 卒業証書授与式」を無事
挙行することができました。46 名の卒業生は元気に巣立っていきまし
た。在校生や来賓の参列がある卒業式は４年ぶりでした。卒業生の落ち
着いた所作や呼名の際の大きな返事、迫力ある卒業記念合唱が光り、厳

かな中にも温かみのある卒業式となりました。 
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私たちの学年は、先生方から「よく働く」と言われてきました。確かに、清掃

や奉仕活動には皆、一生懸命に取り組みました。反面、変に気を遣い合い、本音

で意見を言い合うことのできない学年でした。そんな私たちが３年生になったと

き、パワーあふれる１，２年生をリードしていけるのかという不安がありました。 

その不安が最も大きかったのが秋桜祭です。私は青連合の連合責任者を務めま

した。応援の内容や練習計画など、全てを一から自分たちで考え、相談して決め

ていかねばなりませんでした。リーダーの中で個々に意見はあるのに、お互いに

それを伝え合うことができず、うまくいかないことに悩み、苦しむ日々が続きま

した。さらに、全体練習が始まっても、声は出ず、自分の思いをなかなか上手く

言葉に表すことができませんでした。気持ちが伝わらない悔しさをかみしめまし

た。けれど、悩む私に気づき、協力してくれる人も現れてきました。そして全体

の声も次第に大きくなっていきました。私は、みんなが協力してくれたことのう

れしさと同時に、自分の思いが相手に伝わったことの喜びを味わうことができま

した。きっと赤連合のみなさんにも同じような悩みや苦しみ、そして、喜びがあ

ったと思います。一体感と達成感を感じられたことが、勝ち負け以上の最高の喜

びでした。 

１，２年生のみなさん。中学校３年間はあっという間です。ですから、ぶつか

ることを恐れず、本音で仲間と意見し合って、よりよい思い出を残してください。

これが、私たち卒業生が３年間で見つけた、皆さんに伝えたいことです。 

保護者の皆様。私たちは今日で９年間の義務教育を修了します。良いときも悪

いときも私たちのことを応援してくれて、本当にありがとうございました。普段

は照れくさくて伝えられませんが、感謝しています。これからもたくさん迷惑を

かけると思いますが、よろしくお願いします。 

先生方。どんなときも私たちに寄り添い、温かく見守り、支え、導いてくださ

り、ありがとうございました。先生方の教えを胸に、今後の自分をどんどん磨い

ていきたいと思います。 

３年生のみなさん。少ない人数でしたが、支え合い、ここまでくることができ

ました。本当にありがとうございます。そして、今日、46人全員がこの場にそろ

って卒業を迎えられたことが何よりもうれしいです。雨の中、靴や空き缶など大

量のごみを拾った奉仕活動。応援練習の後の、みんなで辛さをこらえた授業。欠

席者が多くて給食が大量に盛られても、残してはいけないとみんなで必死に食べ

きったあの日。どれも大切な思い出です。これから先、大きな困難や不安に襲わ

れることもあるでしょうが、いつまでも支え合える仲間でいましょう。 

私たちは今日で京ヶ瀬中学校を卒業します。今は寂しさや不安がありますが、

私たちはこれからそれぞれの夢に向かって歩み始めます。  

最後になりますが、京ヶ瀬中学校のますますの発展を心からお祈りし、答辞と

いたします。 
卒業おめでとうございます！ 

３学年部教職員 


